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▲説明を聞きながら観察する参加
者▶逆立ちをするハッチョウトンボ

　

6
月
20
日
、
滝
山
公
園
の
湿
地
ビ
オ

ト
ー
プ
で
「
自
然
観
察
会
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト

ン
ボ
を
探
し
に
行
こ
う
！
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
黒
坂
小
学
校
土
曜
授
業
の

一
環
と
し
て
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
は
一
般
の
人
も
含
め
約
70
人
が

参
加
。
講
師
の
池
田
兆
一
さ
ん
、
干
村
隆

司
さ
ん
か
ら
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
保
全

や
生
態
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
ほ
か
に

も
、
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
卵
な
ど
と
い
っ
た
貴
重
な
生
き
物
た

ち
も
観
察
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

水
が
は
ぐ
く
む
希
少
な
生
き
物
を
観
察

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
探
し
に
行
こ
う

▲日野川を飛びかう無数
のホタル▶講師の干村さん

　

6
月
12
日
、
町
公
民
館
主
催
の
「
ホ

タ
ル
観
察
会
＆
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
山
自
然
歴
史
館
観
察
員

の
干
村
隆
司
さ
ん
が
、
ホ
タ
ル
の
生
態

や
、
町
内
の
生
息
状
況
、
世
界
の
ホ
タ

ル
の
写
真
を
紹
介
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
約
40
人
は
、
興
味
津
々
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
後
は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
日
野
川
沿
い
の
舟
場
河
川
敷
付
近

ま
で
歩
き
、ホ
タ
ル
を
観
察
。
参
加
者
は
、

約
５
０
０
匹
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
が
飛
び
交
う
初
夏
の
夜
を
満

喫
し
ま
し
た
。

日
野
川
の
ホ
タ
ル
に
心
満
喫

ホ
タ
ル
観
察
会
＆
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

日本海新聞ふるさと大賞2019表彰式
新たな町の魅力発信に貢献、スポーツでの活躍をたたえる

　

県
内
の
地
域
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
、

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
・
日
野
町
の
部
の
表
彰
式
が
、
6
月
19
日
、

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
に
奥
日
野
ガ
イ
ド
倶

楽
部
（
佐
々
木
彬
夫
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
に
青
戸
晴

樹
さ
ん
と
吉
川
恵
大
さ
ん
（
日
野
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
）
の
２

組
が
選
ば
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。平成 24 年秋から根雨の町中ガイドを

始め、出雲街道トレッキング、都合山
たたら跡をメインとした産業遺跡の紹
介。また「古民家沙々樹」をステージに、
コンサート、百人一首かるた会の定期
開催を行うなど、多方面にわたる地域
の歴史・文化の紹介に尽力しました。

奥日野ガイド倶楽部
《地域貢献賞》

第 32 回中国地区中学生ソフトテニス
インドア大会に県代表として出場。個
人戦で優勝という輝かしい成績を残し
ました。また、団体戦でも好成績を収め、
全国大会にも出場するなど、年間を通
じて優秀な成績を収められました。

吉川恵大さん・青戸晴樹さん
《スポーツ功労賞》



9 広報ひの 7月号 -2020‐

第 84回

協力：日野町歴史民俗資料館友の会

　

日
野
の
あ
た
り
で
は
、
文
句

を
言
う
こ
と
、
大
口
を
叩
く
こ

と
、
減
ら
ず
口
の
こ
と
を
「
か

ば
ち
」、そ
れ
ら
を
す
る
人
を
「
か

ば
ち
た
れ
」
な
ど
と
呼
び
ま
す
。

「
か
ば
ち
ぃ
た
れ
ん
な
！
」「
あ

の
も
ん
は
か
ば
ち
た
れ
だ
け
ぇ
」

な
ど
な
ど
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
？

　

広
島
が
舞
台
の
「
カ
バ
チ
タ

レ
」
と
い
う
、
ド
ラ
マ
化
も
さ

れ
た
漫
画
作
品
も
あ
る
よ
う
に
、

西
日
本
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る

方
言
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
「
か
ば
ち
」、い
っ

た
い
何
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

か
ば
ち
を
漢
字
で
書
く
と

「
輔
」「
頷
」
と
な
り
、
こ
れ
は
、

上
下
の
あ
ご
の
骨
、転
じ
て
「
口
」

と
い
う
意
味
の
古
語
な
の
だ
と

か
。

　

ま
た
、「
か
ま
ち
（
框
）」
と

も
言
い
、
こ
れ
は
、
戸
や
窓
、

障
子
な
ど
の
周
囲
の
枠
、
つ
ま

り
「
開
口
部
」
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、

カ
バ
チ
タ
レ
と
は
、
ま
さ
に
「
口

か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
な
人
」
の

こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。
昔

の
人
は
面
白
い
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
す
ね
。

口
か
ら
生
ま
れ
た
「
か
ば
ち
た
れ
」

▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

手作りフェイスシールドに興味津々
　

6
月
8
日
、
日
翔
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
じ

か
荘
で
、
日
野
高
校
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
系
列

の
2
年
生
2
人
が
、
か
じ
か
荘
職
員
に
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
作
り
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
口
元
が
見
え
や
す

く
口
腔
体
操
な
ど
に
適
し
て
い
る
た
め
、
か

じ
か
荘
職
員
が
日
野
高
校
に
依
頼
し
、
説
明

会
を
開
催
。
実
際
に
作
成
し
た
後
、
日
野
高

生
の
銀
羽
愛
桜
さ
ん
と
山
田
楓
夏
さ
ん
は
出

来
上
が
っ
た
シ
ー
ル
ド
を
付
け
、
か
じ
か
荘

利
用
者
と
一
緒
に
口
腔
体
操
を
行
い
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
は
「
口
元
が
見
え
や
す
く

て
い
い
」
と
好
評
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

口
元
見
え
や
す
く
快
適
に

か
じ
か
荘
で
日
野
高
生
が
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
作
り

やる気に満ちたアグリサポーターの皆さん
　

6
月
22
日
、
町
役
場
で
、
日
野
町
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
タ
ー
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
農
地
の
草
刈

り
や
水
路
の
掃
除
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
第
1
期
生
と
し
て
、
男
性
7
名
、

女
性
1
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
状
や
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
授
与
さ
れ
、
女
性
農
業
者
で

あ
る
岩
本
爽
さ
ん
は
「
日
野
町
の
農
家
が
意

欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
、
精
一
杯
手
助
け
し
ま
す
」
と
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

農
地
の
草
刈
り
、
水
路
の
掃
除
な
ど
お
任
せ
を

日
野
町
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
任
命
式

町 で は 、「 日 野 町 地 域 集 会
所 等 バ リ ア フ リ ー 助 成 事 業
補 助 金 要 綱 」 を 変 更 し 、 自
治 会 が 所 有 す る 集 会 所 な ど
の バ リ ア フ リ ー 化 に 伴 う 改
修 工 事（ 段 差 解 消 、 手 す り
設 置 、 ト イ レ 洋 式 化 な ど ）

へ の 補 助 金 の 限 度 額 を
増額しました。
利 用 し や す く な り ま し
たので、ぜひご活用くだ
さい。

「日野町地域集会所等
バリアフリー助成事業補助金」
限度額の変更について

問合せ先 /役場建設水道課（電話 72-0350）

補助金の限度額を増額

【変更前】工事費の 3分の 2 限度額 20万円
【変更後】工事費の 3分の 2 限度額 50万円


